
弟子屈町地域公共交通総合連携計画の目標

【生活】

生活交通の充実

【観光】

滞在型観光を支える２

【環境】

環境にやさしい交
通体系の確立

方針：環境にやさしく、生活交通と観光交通
が一体となった地域交通体系の構築

弟子屈弟子屈町における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終町における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終年度年度））

□平成23年度事業の実施状況

平成23年度事業計画の概要

(1) 摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通実証運行

(2) 鉄道・バス共有「弟子屈２daysえこパスポート」の発行

(3) 駅ボランティアインフォメーションセンターの設置・運営

(4) サイクル＆ライドの実施

(5) 公共交通利用促進・啓発活動生活交通の充実
による利便性の
向上

滞在型観光を支える２
次交通の充実・強化

(5) 公共交通利用促進・啓発活動

(6) 観光交通シンポジウムの開催

弟子屈町地域公共交通活性化協議会開催状況

●4月25日
●12月19日
●3月中旬

第1回協議会を開催
第2回協議会を開催
第3回協議会を開催（予定）
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（1） 摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通実証運行

● 運行期間 平成23年7月16日～10月10日（87日間）

● 運行ルート 摩周湖バス：JR摩周駅 ～ 摩周湖第一展望台

屈斜路バス：美幌峠～JR川湯温泉駅～摩周湖第一展望台

● 運行本数 摩周湖バス・屈斜路バス：各々４本

● 運 賃 大人１，５００円 子ども５００円（２日間乗り放題）

● 運行事業者 ＪＲ北海道・阿寒バス・摩周ハイヤー

● 運行期間 平成23年7月16日～10月10日（87日間）

● 運行ルート 摩周湖バス：JR摩周駅 ～ 摩周湖第一展望台

屈斜路バス：美幌峠～JR川湯温泉駅～摩周湖第一展望台

● 運行本数 摩周湖バス・屈斜路バス：各々４本

● 運 賃 大人１，５００円 子ども５００円（２日間乗り放題）

● 運行事業者 ＪＲ北海道・阿寒バス・摩周ハイヤー
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□「弟子屈2daysえこパスポート」実績

利用実績 収入実績

●平成23年度利用者数

おとな こども 合 計

2,200人 48人 2,248人

東日本大震災の影響により、利
用者の大幅な落ち込みが懸念
されたが、結果的には、初年度
とほぼ同数となった

●平成23年度運行収入

おとな こども 合 計

3,300,000円 24,000円 3,324,000円

おとなの乗車料金を1,000
円から1,500円に値上げし

たことにより収支率の改善
が図られた

２



（2） 鉄道・バス共有「弟子屈２daysえこパスポート」の発行

えこパスポート・チケット

「弟子屈２daysえこパスポート」PR用チラシ

えこパスポート・ガイドマップ

（3） 駅ボランティアインフォメーションセンターの設置・運営

JR川湯温泉駅ボランティア
インフォメーションセンター

JR摩周駅ボランティア
インフォメーションセンター

ボランティアガイドの活
動風景／摩周湖第一
展望台発着所
（ジャンボタクシーとの
乗り継ぎ案内）

３



（4） サイクル＆ライドの実施

レンタサイクルの貸出し風景
/JR摩周駅

（5） 公共交通利用促進・啓発活動

町内ノーマイカーデー
／ビアガーデン

ベロタクシーによる啓
発活動／札幌市内サイクルマップ

（6） 観光交通セミナーの開催

平成23年12月19日開催

●基調講演 釧路公立大学 学長 小磯修二氏

３年間の実証運行のデーターを基に町民・関係者へのセミナーを開催

テーマ 「自然環境資源の価値を活かした観光地形成へ 弟子屈町の挑戦と今後の発展に向けて」

●パネルディスカッション

テーマ 「環境にやさしい観光地形成に向けて公共交通のあり方を考える」

コーディネーター 釧路公立大学 学長 小磯修二氏

パネラー 德永弟子屈町長ほか４名
４



●３年間のアンケート調査結果から

利用者の総合評価として「満足・やや満足」の

合計が９３％以上と非常に高い評価を得た

□事業実施成果

●今年度の販売状況から

東日本大震災の影響により、利用者の大幅
な落ち込みが懸念されたが、結果的には初
年度販売枚数とほぼ同じ利用数となった。

・「摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通実証運行」を始めとする6つ
の事業を試行した。

・各課題の検証、事業の見直しの要否、持続可能な財源・料金設定、
利用者アンケート等、本格実施可能な環境の整備に向けて必要な
検討を行っている。

自己評価のポイント

二次評価のポイント

●運行費用の確保、収支の改善

・えこパス単体での黒字は極めて難しい

□今後の課題

年度販売枚数とほぼ同じ利用数となった。
また、大人の販売数だけをみると初年度を上
回る販売実績となった

・町の補助を前提としつつも、費用の削

・町全体への経済波及効果を考えた施
策の展開

減に向けた工夫と努力

・自己評価のとおり自立的運行に向けて必要な検討を行っていると
認められる。

・本格運行に向けては、収支率の改善等大きな課題があるものの、
今後更なる利用者の増加やそれによる地域の経済波及効果も期待
されており、地域関係者の実質的な合意が形成されている。

５


